
22 冬期の北陸地方における7～9時間周期の中規模じょう乱の解析

本文では1963年1月18日のじょう乱について解析を行な

ったが，これと同様の周期の変動が数多く見られるの

で，さらに他の例についても解析を行ないたい．

　この報告は気象大学校在学中に卒業研究として行なっ

たもので，気象大学校力武恒雄教官の絶えざる御指導と

激励に深く感謝いたします．また多くの有益な助言をい

ただいた同校荒川正一博』±：および本稿の閲読をして下さ

いました東京航空地方気象台中山章予報官の御厚意に対

して厚く御礼申し上げます．
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〔書　評〕

和田英夫：長期予報新講
（地人書館，新気象学薦書，234頁，800円）

　著者和田博士の長期予報に対する哲学は冒頭の小論

「長期予報の展望」に明確に打ち出されている．すなわち，

時間空間スケールの大きい気象現象を扱うには常に大

気大循環の立場から考え，まず平均状態の統計的記述と

その維持機構の物理的解釈を行い，次いでそれからの偏

差を予測する方法を探究してゆこうとするものである．

従って本書の構成も大気大循環とその特性の記述に十分

の頁をさき要を得た資料の選択によりClimatologyと

しての手際良いまとめを示しつつ極東の循環と日本の季

節，気候変動の各章へと進む．かねてより成層圏循環に

深い興味と関心を示している著者はまた，同様の見地か

ら突然昇温や26か月周期の問題についても詳しい議論を

展開している．一一方，長期予報の技術の章では先人の苦

労の跡が生々しく行間に滲み出ているが．そこにおいて

も相関法，周期法，類似法などの統計的手法から力学予

報へ移る過渡期としての相関シノプティックスのような

新しいものが提示されている．

　このように本書では長期予報に関し常に大気大循環論

の目を通して現象を見てゆくという姿勢がはっきりと伺

われる．このことは，過去の長期予報がどちらかと言え
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ば単なる形態学に留まっていたのに比して大きな特色で

あると言えよう．

　しかし力学予報としての長期予報というものを更に強

く打ち出すには，大気大循環の機構の理解に波動論とし

て・スビー公式しか出て来ないのはいかにも物足りな

く，定性的にせよ傾圧波動の特性に関する記述はぜひ必

要に思われるし，あるいは又，数値予報と大気大循環数

値実験との融合に際して常に問題となるPredictability

に関しても，その基本的な考え方と可能性について長期

予報の立場からの議論が欲しかった，と言え・ば無理な注

文に過ぎるであろうか．

　著者はあとがきの中で本書が専門書とも解説書ともつ

かぬものになったと謙遜されてはいるが，初めてこの分

野に触れる人のみならず現場の予報に携わっている人に

も一読して益するところが多いであろう．そしてそれは

同時に気象業務としての予報においても基礎的な学問が

常に不可欠であることの警鐘ともなっているように私に

は思われるのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔廣田　勇〕
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